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わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り
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７
月
14
日
か
ら
の
大
雨
災
害

■質
能
代
市
で
は
、
24
時
間
に
１
８
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
い

う
観
測
史
上
最
大
の
降
水
量
を
記
録
し
、
悪
土
川
流
域
の
広

範
に
わ
た
り
住
家
へ
の
浸
水
被
害
が
多
数
発
生
し
た
。
今
後

の
防
災
を
考
え
、
悪
土
川
の
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

■答
８
月
９
日
、
県
に
対
し
、
国
、
県
、
市
で
悪
土
川
の
水
害
対
策

の
検
討
を
行
う
た
め
の
協
議
会
設
置
及
び
河
川
改
修
事
業
の
推
進
等

に
よ
る
流
域
治
水
の
抜
本
的
対
策
を
行
う
よ
う
要
望
を
行
っ
た
。
９

月
４
日
開
催
の
米
代
川
圏
域
流
域
治
水
協
議
会
に
お
い
て
も
、
３
者

が
連
携
し
た
対
策
の
実
施
を
再
度
関
係
機
関
に
対
し
、
申
入
れ
を
し

た
。
今
後
も
機
会
を
捉
え
抜
本
的
な
対
策
実
施
を
要
望
し
て
い
く
。

防
災
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
導
入

■質
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
市
役
所
職
員
、
地

域
役
員
、
消
防
団
等
か
ら
収
集
し
た
災
害
情
報
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
防
災
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を

導
入
す
る
考
え
は
。

■答
防
災
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
は
、
災
害
情
報
の
共
有
や
発
信

を
す
る
上
で
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

災
害
情
報
の
伝
達
は
、
防
災
行
政
無
線
の
ほ
か
、
防
災
メ
ー

ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
り
行
っ
て
い
る
が
、

災
害
情
報
の
発
信
手
段
と
し
て
新
た
な
媒
体
が
活
用
さ
れ
始

め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
効
果
や
費
用
等
を
見
極
め
た
上
で
、

情
報
提
供
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農
地
の
復
旧
は
基
本
的
に
市
の
事
業
で
行
う
べ
き
で
は

■質
山
谷
、
大
柄
、
種
梅
等
、
水
害
で
甚
大
な
被
害
が
出
た

農
地
の
復
旧
を
農
家
自
身
の
手
に
委
ね
て
は
営
農
放
棄
が
相

次
ぐ
。
激
甚
災
害
指
定
の
恩
恵
を
最
大
化
す
る
た
め
、
復
旧

は
市
の
事
業
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■答
農
家
負
担
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
、
国
の
災

害
復
旧
事
業
の
要
件
に
合
致
す
る
箇
所
の
う
ち
、
土
地
改
良

区
の
区
域
以
外
は
市
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
復
旧
工
事
を
行

う
こ
と
を
基
本
と
し
た
。
農
家
に
は
工
事
費
用
の
う
ち
、
国

の
補
助
等
を
除
い
た
額
の
10
分
の
１
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
。

国
の
災
害
復
旧
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
箇
所
は
県
や
市
の

事
業
に
よ
り
復
旧
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

■質
北
海
道
北
見
市
で
は
、「
書
か
な
い
窓
口
」
と
呼
ば
れ
る
、

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
窓
口
業
務
改
革
が
行
わ
れ
て
お
り
、

市
民
の
利
便
性
向
上
と
職
員
の
業
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

■答
北
見
市
の
取
組
の
う
ち
、
そ
の
多
く
の
要
素
は
本
市
で

も
既
に
実
践
し
て
い
る
が
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
シ
ス
テ

ム
標
準
化
、
共
通
化
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
、
市
民
と
職

員
双
方
が
さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る
窓
口
の
在
り
方

を
研
究
し
た
い
。「
書
か
な
い
窓
口
」
の
仕
組
み
は
、
本
市

の
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
合
致
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
窓
口

の
現
状
や
課
題
を
検
証
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
の
生
成
Ａ
Ｉ

■質
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
の
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
文
章
作
成
や
エ
ク
セ

ル
関
数
の
作
成
等
に
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
市
役
所
業
務
の
効

率
化
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。
個
人
情
報
の
入
力
は
行
わ
な
い
等

の
職
員
向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
ル
ー
ル
を
策
定
す
る
考
え
は
。

■答
生
成
Ａ
Ｉ
を
ア
イ
デ
ア
出
し
や
文
章
の
作
成
、
要
約
等

に
活
用
す
る
こ
と
で
業
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
と
判
断
し
、

９
月
１
日
付
で
利
用
申
請
の
方
法
や
注
意
事
項
等
を
ま
と
め

た
、
生
成
Ａ
Ｉ
運
用
手
順
を
定
め
て
い
る
。
特
に
利
用
が
見

込
ま
れ
る
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
注
意
点
や
問
題

点
、
活
用
事
例
等
を
記
載
し
た
利
用
の
手
引
を
作
成
し
、
職

員
に
周
知
し
て
い
る
。

交
付
金
の
申
請
漏
れ
、
市
長
自
身
の
責
任
は

■質
白
神
山
地
の
観
光
振
興
の
た
め
の
交
付
金
約
１
７
０
０
万

円
の
申
請
漏
れ
で
は
山
本
郡
３
町
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、

市
民
に
も
迷
惑
を
か
け
行
政
へ
の
信
頼
を
損
ね
た
。
給
与
の

返
上
等
、
市
長
も
自
身
に
処
分
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■答
市
政
を
預
か
る
者
と
し
て
は
責
任
を
感
じ
て
い
る
が
、

行
政
組
織
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に
管
理
監
督
者

が
お
り
、
職
員
に
よ
る
不
適
切
な
事
務
処
理
が
発
生
し
た
場

合
は
、
原
因
や
影
響
を
調
査
し
、
具
体
的
な
管
理
監
督
責
任

の
あ
る
者
が
、
そ
の
責
任
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
処
分
の
対
象
と
な
る
。
本
事
案
で
は
、
市
長

の
処
分
に
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

被
災
者
に
対
す
る
支
援

○

農
家
支
援
及
び
農
地
被
害
等
へ
の
対
応

○

災
害
復
旧
へ
の
対
応
状
況

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

小
・
中
学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

○

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
用

○

宇
宙
食
に
よ
る
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

四
小
の
避
難
所
開
設
時
期
、
誤
り
で
な
か
っ
た
か

○

悪
土
川
ポ
ン
プ
増
強
、
市
も
国
に
要
望
す
べ
き
で
は

○

農
作
物
の
干
ば
つ
被
害
の
現
状
認
識
と
対
策

一 般 質 問


